























ある｡本研究では, HSVtk : herpes simplexvirusthymidine kinaseとプロドラッグであるGCV : gancilovir
を使用した｡
in vitroの実験では, HSVtk遺伝子を各種細胞株(A549, HT29, colon26, EMT6)に導入し, 24時間後に
GCVを添加した｡細胞毒性はMTTアッセイで定量し,アポートシス分析はTUNELアッセイとDAPI染色




















herpes simplex virus thymidine kinaseをNB, USにてがん細胞内に移行させ,プロドラッグGCV : gancilovir
を用い, In vitroとIn vivoで治療効果が認められるかを検討したものであるo加えて,ホタル発光色素であ
るルシフェリンを利用した,ルシフェラーゼ活性により抗腫痴効果を評価した0
本研究では以下のことが明らかとされた｡






また,より臨床に近い実験モデルとしての高浸潤腫療モデルにおいても, 10日後, 30日後で, NBとUSによ
るHSVtk導入とGCVの投与が睦痔の増殖を有意に抑制した.加えて,瞳癌ボリュームが100甘ほでの範囲で
はルシフェラーゼ発光強度と睡痴ボリュームの間に強い相関関係(R2-0.91)が認められた｡
以上本研究はNBとUSを用いた遺伝子デリバリー方法が抗睦癌効果を示すこと,さらにルシフェラーゼ発
光強度により睦癌ボリュームが評価できることを初めて立証したものである.このことはNBとUSを利用し
た遺伝子導入法がウイルスを利用したがん遺伝子治療に取って代わるものとなりえること,さらには,痛みの
治療をはじめとする様々な麻酔科学の分野で遺伝子を導入することにより,新たに治療法を確立していく可能
性が広がることを示唆するものである｡したがって臨床歯学に寄与することは多大であり,博士(歯学)の学
位授与に十分値するものと判断する｡
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